
海
外
誘
客
の
シ
ン
ボ
ル
に

観
光
・
物
流
機
能
を
拡
大

大おお坪つぼ守まもる氏国土交通省大阪航空局那覇空港事務所那覇空港長

インタビュー

國こく場ば幸一ゆきかず氏沖縄県経済団体会議議長

　
那
覇
空
港
第
２
滑
走
路
の
増

設
は
、
沖
縄
に
と
っ
て
だ
け
で

な
く
、
九
州
、
さ
ら
に
は
日
本

全
国
へ
の
波
及
効
果
が
予
想
さ

れ
る
。
そ
の
詳
細
を
国
土
交
通

省
大
阪
航
空
局
那
覇
空
港
事
務

所
那
覇
空
港
長
の
大
坪
守
氏
に

聞
い
た
。

　
―

時
間
空
港
で
あ
る
那
覇

の
滑
走
路
が
２
本
と
な
る
こ
と

で
、
ハ
ブ
と
し
て
全
国
か
ら
注

目
さ
れ
ま
す
。

　
「
政
府
は
海
外
か
ら
の
誘
客

に
国
全
体
で
取
り
組
ん
で
い

る
。
沖
縄
の
位
置
付
け
は
重
要

で
、
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
存
在
と

な
る
。

年
に
東
京
五
輪
が
開

催
さ
れ
る
。
第
２
滑
走
路
は
前

年
の

年
末
に
完
成
す
る
計
画

で
あ
る
。
五
輪
で
訪
れ
る
人
た

ち
が
沖
縄
に
寄
っ
て
も
ら
え
、

認
知
度
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
」

　
―

年
２
月
に
は
新
し
い
国

際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
が
供
用

開
始
さ
れ
ま
す
。

　
「
新
し
い
ビ
ル
は
、
床
面
積

が
従
来
の
３
６
倍
に
広
が
る
。

こ
こ
数
年
、
知
事
を
は
じ
め
と

し
て
東
南
ア
ジ
ア
に
ト
ッ
プ
セ

ー
ル
ス
を
し
て
い
る
。

年

月
１
日
現
在
、
香
港
、北
京
、上

海
、台
北
、台
中
、仁
川
、
釜
山

の
７
都
市
に
週

往
復
飛
ん
で

い
る
。
国
際
線
の
利
用
客
は

年
度
に

万
人
だ
っ
た
が
、

年
度
は

万
人
と
倍
増
し
た
」

　
―
格
安
航
空
会
社

Ｌ
Ｃ

Ｃ

の
就
航
も
利
用
客
の
増
加

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｌ
Ｃ
Ｃ
は
３
社
と
も
那
覇

に
就
航
し
て
い
る
。

年
の
那

覇
空
港
の
利
用
客
は
１
５
４
２

万
人
と
過
去
最
高
を
記
録
し

た
。
Ｌ
Ｃ
Ｃ
就
航
が
寄
与
し
て

い
る
。
Ｌ
Ｃ
Ｃ
就
航
路
線
に
お

け
る
大
手
航
空
会
社
の
利
用
客

に
は
大
き
な
変
化
が
な
く
、
Ｌ

Ｃ
Ｃ
の
就
航
分
が
上
積
み
さ
れ

た
形
だ
」

　
―
貨
物
便
も
充
実
し
て
い
ま

す
。

　
「
Ａ
Ｎ
Ａ
が

国
内
４
、
海
外

５
空
港
と
結
ん

で
い
る
。
羽

田
、
成
田
、
関
空
、
中
部
か
ら

夜
中
に
那
覇
に
生
鮮
品
な
ど
を

集
め
、
こ
れ
を
仕
分
け
て
早
朝

に
ア
ジ
ア
各
国
に
運
ぶ
と
い
っ

た
こ
と
が
で
き
る
。
中
国
・
青

島
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
も
路
線

が
広
が
る
と
期
待
し
て
い
る
」

　
那
覇
空
港
の
第
２
滑
走
路
増

設
が

年
１
月
に
も
着
工
と
な

る
。

年
完
成
予
定
で
、
年
間

発
着
回
数
は

万
５
０
０
０
回

か
ら

万
５
０
０
０
回
に
増
え

る
。
同
時
に
空
港
と
那
覇
市
内

を
結
ぶ
モ
ノ
レ
ー
ル
も
浦
添
市

ま
で
延
伸
す
る
。
旅
客
・
貨
物

の
輸
送
態
勢
の
充
実
は
人
・
モ

ノ
の
流
れ
を
拡
大
し
、
沖
縄
経

済
活
性
化
の
大
き
な
力
と
な

る
。
そ
こ
で
沖
縄
県
経
済
団
体

会
議
議
長
の
國
場
幸
一
氏

國

場
組
社
長

に
、
一
連
の
整
備

へ
の
期
待
を
聞
い
た
。

　
―
第
２
滑
走
路
増
設
は
、
ア

ジ
ア
の
ハ
ブ
空
港
と
し
て
の
地

位
を
確
立
し
ま
す
。

　
「
観
光
、
物
流
ゲ
ー
ト
ウ
エ

イ
と
し
て
弾
み
が
つ
く
。
県
の

予
想
で
は

年
度
に
６
７
０
万

人
の
旅
客
が
第
２
滑
走
路
完
成

で
１
０
０
０
万
人
に
拡
大
し
、

海
外
か
ら
の
旅
客
も
２
０
０
万

人
に
増
え
る
。
物
流
に
関
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
も

時
間
空
港

の
利
点
を
生
か
し
、
国
内
と
ア

ジ
ア
を
結
ぶ
物
流
ハ
ブ
空
港
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
今

後
は
さ
ら
に
機
能
が
拡
大
し
て

い
く
」

　
―
人
・
モ
ノ
が
集
ま
る
と
さ

ま
ざ
ま
な
波
及
効
果
が
生
ま
れ

ま
す
。

　
「
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大

学
の
拡
大
に
期
待
し
て
い
る
。

予
算
が
増
額
さ
れ
教
授
や
学
生

が
増
え
れ
ば
、
研
究
機
関
と
の

連
携
、
周
辺
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形

成
と
技
術
レ
ベ
ル
が
上
が
る
。

医
療
、
重
粒
子
線
、
創
薬
の
分

野
が
有
望
だ
。
地
元
の
産
業
の

育
成
に
も
つ
な
が
る
」

　
「
空
だ
け
で
な
く
海
も
活
性

化
し
、
相
乗
効
果
を
生
む
。
ク

ル
ー
ズ
船
の
専
用
タ
ー
ミ
ナ
ル

も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
海
か
ら

の
旅
客
も
今
後
ま
す
ま
す
増
え

る
だ
ろ
う
」

　
―
モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸
が
第

２
滑
走
路
増
設
と
並
行
し
て
進

み
ま
す
。

　
「
県
内
主
要
道
路
は
渋
滞
が

慢
性
化
し
て
お
り
、
県
民
生

活
、
県
経
済
に
と
っ
て
大
き
な

損
失
だ
。
モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸

の
み
な
ら
ず
、
抜
本
的
解
決
策

と
し
て
、
鉄
軌
道
の
導
入
に
つ

い
て
も
、
経
済
団
体
と
し
て
取

り
組
み
た
い
」

　
―
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
め
じ
ろ

押
し
で
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
は
沖
縄
へ
の
投

資
は
格
差
是
正

の
観
点
か
ら
な

さ
れ
て
い
た
。

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

ラ
ン
ド
と
し
て
自
立
し
た
発
展

を
遂
げ
る
た
め
に
、
一
連
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
重
要
な
も
の
と

な
る
。
沖
縄
は
こ
れ
ま
で
の

年
間
よ
り
、
こ
れ
か
ら
の
６
―

７
年
で
大
き
く
変
わ
る
」

　
日
本
の
南
の
玄
関
口
、
那
覇
空
港
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
国
内
線
・
国

際
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
が
進
み
、
観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
来
訪
者
の
受
け

入
れ
が
拡
充
し
て
い
る
。
２
０
１
９
年
に
完
成
予
定
の
滑
走
路
増
設
計
画
も
、
輸

送
量
増
大
に
対
す
る
期
待
が
高
い
。
ま
た
全
日
本
空
輸

Ａ
Ｎ
Ａ

と
沖
縄
県
が

推
進
す
る
、
那
覇
空
港
を
ア
ジ
ア
の
国
際
物
流
ハ
ブ
と
す
る
拠
点
化
事
業
は
、
事

業
自
体
が
多
様
な
産
業
の
ハ
ブ
と
な
り
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。

新
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
来
年
２
月
供
用
開
始

進
む
イ
ン
フ
ラ
整
備
観
光
客
誘
致
を
強
化

南の玄関那覇空港
旅客増大に応える

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 １２月２５日 水曜日 　　

２
０
１
４
年
２
月
に
供
用
開

始
す
る
国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ

ナ
ル

新
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
開
設
で
現

行
施
設

よ
り

利
便
性
が
増
す

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
で
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
を

積
極
誘
致

写
真
提
供

Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ

　
国
土
交
通
省
が
ま
と
め
た

那
覇
空
港
の

年
度
乗
降
客

数
は
、
国
内
・
国
際
線
合
わ

せ
て
年
間
約
１
５
４
２
万
人

で
全
国
６
位
。
滑
走
路
１
本

の
空
港
で
は
福
岡
空
港
に
次

ぐ
多
さ
だ
。
空
路
が
メ
ー
ン

の
玄
関
口
と
な
る
沖
縄
で

は
、
増
加
す
る
旅
客
に
対
応

す
る
た
め
、
那
覇
空
港
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ

那
覇
市

に
よ

る
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備

が
進
ん
で
い
る
。

　
９
月
に
は
国
内
線
旅
客
タ

ー
ミ
ナ
ル
の
増
築
工
事
が
完

了
。
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
・
カ
ウ

ン
タ
ー
や
保
安
検
査
場
な
ど

を
増
設
し
た
。
現
在
は
国
際

線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
新
設

工
事
が
進
行
中
だ
。
地
上
４

階
建
て
、
延
べ
床
面
積
２
万

３
４
５
０
平
方

と
、
現
在

の
約
３
倍
以
上
の
規
模
に
な

る
。

年
完
成
の
現
行
施
設

に
代
え
て

年
２
月

日
の

供
用
開
始
が
予
定
さ
れ
る
。

　
国
際
線
の

年
度
乗
降
客
数

は
約

万
人

で
、
前
年
か
ら

万
人
以
上
も

伸
び
た
。
今
か

ら

年
前
の

年
比
で
は
３
倍

近
く
に
上
る
。

新
施
設
は
年
間

約
１
０
０
万
人

の
許
容
量
を
持

ち
、
増
大
す
る

国
際
線
乗
降
客

の
快
適
さ
は
向

上
す
る
。
規
模

だ
け
で
な
く
、
設
備
面
で
も

利
便
性
は
高
ま
る
。

　
こ
れ
ま
で
航
空
機
へ
の
乗

降
は
バ
ス
に
よ
る
も
の
だ
っ

た
が
、
新
施
設
は
固
定
橋
を

利
用
す
る
た
め
乗
降
時
間
が

短
縮
。
最
終
的
に
合
計
４
ス

ポ
ッ
ト
に
駐
機
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
固
定
橋
を
２
本
利

用
す
る
こ
と
で
大
型
機
に
も

対
応
す
る
。

　
ま
た

席
の
ソ
フ
ァ
付
き

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
を
２

室
設
け
る
。
旅
行
ガ
イ
ド
が

ツ
ア
ー
客
へ
旅
程
な
ど
を
説

明
す
る
部
屋
と
し
て
利
用
で

き
る
。
イ
ス
ラ
ム
圏
か
ら
の

旅
行
者
の
礼
拝
に
も
活
用
で

き
る
な
ど
、
増
加
が
期
待
さ

れ
る
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
旅

客
に
も
応
え
る
。
こ
れ
ま
で

Ｖ
Ｉ
Ｐ
ル
ー
ム
と
兼
用
だ
っ

た
が
、
こ
ち
ら
も
独
立
し
た

ス
ペ
ー
ス
と
な
る
ほ
か
、
ゲ

ー
ト
内
に
共
用

席
の
航
空

会
社
の
ラ
ウ
ン
ジ
を
備
え
、

要
人
ら
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス

も
向
上
す
る
。
さ
ら
に
大
型

免
税
品
店
が
入
居
予
定
で
、

４
階
に
は
展
望
デ
ッ
キ
が
設

け
ら
れ
る
予
定
。

　
同
時
に
国
際
線
だ
け
で
な

く
、
那
覇
空
港
全
体
の
乗
降

客
数
も
増
え
て
い
る
。

年

度
は
前
年
度
比
１
４
０
万
人

の
増
加
、
こ
れ
ま
で
の
ピ
ー

ク
だ
っ
た

年
ご
ろ
と
比
べ

て

万
人
増
加
。
滑
走
路
増

設
が
計
画
さ
れ
る
中
、
今
後

も
伸
び
を
続
け
る
と
見
ら
れ

て
い
る
。
将
来
は
両
タ
ー
ミ

ナ
ル
間
に
際
内
連
結
施
設
を

建
設
す
る
構
想
も
あ
る
。
新

国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
国
内

線
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
統
一
し
た

デ
ザ
イ
ン
で
、
こ
れ
か
ら
の

拡
張
性
も
持
た
せ
た
。
到
着

客
を
ま
ず
迎
え
る
沖
縄
の
玄

関
口
は
、
重
要
性
も
注
目
度

も
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

る
。

　
ま
ぶ
し
い
太
陽
に
青
い
海

。
沖
縄
は
観
光
地
と
し
て

強
い
人
気
を
集
め
る
。
格
安

航
空
会
社

Ｌ
Ｃ
Ｃ

就
航

な
ど
で
観
光
客
数
は
さ
ら
に

増
加
傾
向
に
あ
る
。
沖
縄
県

に
よ
る
と

年
度
の
観
光
客

数
は
約
５
９
２
万
人

前
年

度
比
７
・
２
％
増

。
う
ち

外
国
人
観
光
客
は
約

万
人

で
前
年
度
比

・
９
％
増
加

し
た
。

年
４
―

月
も
全

体
で
約
３
３
７
万
人

前
年

同
期
比

・
８
％
増

、
国

内
観
光
客
約
３
０
２
万
人

同

・
２
％
増

、
外
国

人
観
光
客
は
約

万
人

同

・
７
％
増

と
好
調
に
推

移
し
て
い
る
。

　
特
に
外
国
人
観
光
客
の
増

加
は
、
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

那
覇

市

に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

誘
致
の
効
果
が
あ
る
。
そ
の

一
つ
が
「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
と
呼

ば
れ
る
会
議
や
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
旅
行
、
展
示
会
な
ど
の

誘
致
。
ビ
ジ
ネ
ス
後
に
観
光

を
楽
し
む
ア
フ
タ
ー
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
を
目
玉
に
、
外
国

人
客
を
呼
び
込
ん
で
い
る
。

イ
ン
フ
ラ
面
で
も
那
覇
空
港

の
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
新

設
や
滑
走
路
増
設
、
新
石
垣

空
港
の
開
港
、
那
覇
港
ク
ル

ー
ズ
船
専
用
バ
ー
ス
完
成
な

ど
追
い
風
が
吹
く
。

　
国
内
向
け
で
も
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

の
ほ
か
、
修
学
旅
行
や
リ
ゾ

ー
ト
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
、
家
族

旅
行
や
夫
婦
旅
行
な
ど
、
季

節
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
個
人

旅
行
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
設
定

し
て
誘
客
。
「
観
光
客
数
を

高
い
レ
ベ
ル
で
平
準
化
す

る
」
と
、
屋
良
朝
治
沖
縄
観

光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー

ロ
ー
事
務
局
長
は
力
を
込
め

る
。
「
一
見
さ
ん
の
掘
り
起

い
ち
げ
ん

こ
し
」

屋
良
事
務
局
長

に
よ
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
つ

く
る
。
さ
ら
に
地
域
と
も
連

携
し
な
が
ら
、
滞
在
型
・
着

地
型
の
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
に

力
を
入
れ
る
こ
と
で
、
何
度

来
て
も
魅
力
的
な
観
光
地
を

創
出
し
て
い
る
。

　
沖
縄
で
は

年
度
を
最
終

年
度
と
す
る
「
第
５
次
沖
縄

県
観
光
振
興
基
本
計
画
」
が

進
行
し
て
い
る
。

年
度
の

外
国
人
入
域
観
光
客
数
目
標

を
２
０
０
万
人
と
定
め
、

年
計
画
比
４
倍
に
伸
ば
す
構

え
だ
。

　
今
後
は

年
完
成
予
定
の

那
覇
空
港
滑
走
路
増
設
、

―

年
度
の
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

施
設
や
Ｊ
リ
ー
グ
規
格
サ
ッ

カ
ー
場
の
建
設
、
慶
良
間
諸

島
海
域
の
世
界
自
然
遺
産
登

録
な
ど
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
を

含
め
て
整
備
が
進
む
。

　
各
種
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
見
据

え
な
が
ら
「

年
の
東
京
五
輪

に
向
け
て
バ
ッ

ク
キ
ャ
ス
ト
型

で
逆
算
し
て
、

さ
ら
に
誘
客
す

る
」
と
屋
良
事

務
局
長
は
意
気

込
む
。


